






開講日 10/24（日）
農業における熟練技能・ノウハウについて考える
藤井 吉隆（愛知大学 地域政策学部 教授）

①10/24（日）13:00 ～ 14:30「農業における熟練技能・ノウハウについて考える：前半」
②10/24（日）14:40 ～ 16:10「農業における熟練技能・ノウハウについて考える：後半」
作物や自然を相手にする農業は、生育や気象、圃場の状況に応じた判断や
作業など高度な技能・ノウハウが求められます。では、実際に、熟練農業
者は、どのような技能・ノウハウを駆使して農業を行っているのでしょうか。
この講座では、生産現場での事例調査を通して農業における熟練技能・ノ
ウハウの内容と特徴を明らかにするとともに、その伝承方策について、近年、
技術開発の進展が著しいスマート農業の動向にも触れながら考えます。
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開講日 11/21（日）
未来のまちをうまく描く方法
西山 敏樹（東京都市大学 都市生活学部 准教授）

①11/21（日）13:00 ～ 14:30「スペキュラティヴ・デザインの考え方（講義）」
②11/21（日）14:40 ～ 16:10「2050 年のより良い高山を考える（演習）」
我々が生活を送る以上、まちの将来を考えないわけにはいきません。まち
を未来に向けてより良くしていく為には、広い視座から未来の選択肢をく
まなく洗い出して、未来シナリオへの具体的な対応策を考えていく必要が
あります。その一連の方法としてイギリス由来のスペキュラティヴ・デザ
イン手法（思索的に未来を描く方法）があり、近年注目されています。こ
の講座では、スペキュラティヴ・デザインの基礎を学び、ワークをして未
来の描き方を体得します。
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開講日 11/21（日）
現代日本画の内面性と表現～花鳥画体験
長谷川 喜久（名古屋芸術大学 芸術学部 教授）

①11/21（日）13:00 ～ 14:30「現代日本画の内面性と表現」
②11/21（日）14:40 ～ 16:10「花鳥画体験」
今回の講義では様々な絵画形態との融合や影響を繰り返し熟成してきた現
代日本画というジャンルについて作品画像を見ながら作者の思いや技法に
ついて解説をいたします。後半にはワークショップ「花鳥画体験」も準備
していますので絵を描く方、絵画鑑賞が好きな方どちらにも楽しんでいた
だけます。この講座の後には、ひょっとしたら受講された皆さんの絵の見
方が変わるかもしれません！当日描いた作品は、ご自宅などでぜひ飾って
みてください。
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開講日 11/20（土）
飛騨山脈の成り立ち 2021
原山 智（信州大学 理学部 特任教授）

①11/20（土）13:00 ～ 14:30「大河川流路変更の歴史‐飛騨川、宮川、梓川」
②11/20（土）14:40 ～ 16:10「世界一若い花崗岩と飛騨山脈の急速隆起」
飛騨の地から望む北ノ俣岳、黒部五郎岳、笠ヶ岳、槍穂高連峰、乗鞍岳、

御嶽山。この大パノラマは飛騨の宝ですが、太古の昔から存在したわけで

はありません。その壮絶とも云うべき 300 万年間の成り立ちの歴史を、45

年間追求してきた研究成果をもとにお話ししたいと思います。参加された

方は、飛騨の地によくぞ生まれたと誇りをもたれることと思います。
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開講日 11/20（土）
効果的な運動と実践方法
近藤 壮太（松本大学 地域健康支援ステーション 専門員）

①11/20（土）13:00 ～ 14:30「座学形式 / なぜ運動が必要なのか。効果的な運動とは？」
②11/20（土）14:40 ～ 16:10「実技形式 / 実際に身体を動かそう！適切な歩き方と簡単筋トレ」
運動不足などの身体活動量の低下は、生活習慣病や関節痛などの身体の不
調につながり、寝たきりのリスクを高める深刻な問題です。いつまでも健
康でいるために運動は欠かせないものですが、“やり方” によっては効果を
感じにくかったり、身体を痛めてしまったりすることもあります。本講座
では、運動の必要性を学ぶとともに、安全かつ効果的な運動方法について
実技指導を踏まえ紹介します。
※ジャージでなくても構いませんが、動きやすく運動のできる格好でお越
しください。
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開講日 11/3（水・祝）
飛騨の森の歴史と今
大塚 俊之（岐阜大学 流域圏科学研究センター  教授）

①11/3（水・祝）13:00 ～ 14:30「飛騨の森の歴史  縄文時代からの人間利用の歴史」
②11/3（水・祝）14:40 ～ 16:10「飛騨の森の機能  どのくらい CO2 を吸収しているのか」
今では人々が気にかけることが少ない飛騨の森（飛騨だけではありませんが）は、
実は縄文時代からずっと人間に利用されてきました。森は、人間にとってほんの
つい最近まで最も重要な資源だったのです。岐阜大学・流域圏科学研究センター
では、小八賀川流域にある、乗鞍岳中腹のスギ林や落葉広葉樹林において、 20 年
以上にわたって森林の構造や機能についての研究を行ってきました。森林の機能
の一つとしての CO2 の吸収量にも人間による利用が大きく影響しています。縄
文時代からの森林利用の歴史と、現在の森のCO2吸収の役割について解説します。
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信州大学
※受講料の他に画材費 500 円が必要


